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会

議会関係条例等を改正

住民の声を聞く
一般質問　よりよいまちづくりをめざして

～議会基本条例施行に伴い～

～第３回 議会報告会～
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○
川
崎
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

　
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正

　
　
児
童
扶
養
手
当
法
及
び
福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
支
給
事
業
費
県
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
こ
れ
を
整
備
し
ま
す
。

○
地
方
独
立
行
政
法
人
川
崎
町
立
病
院

　
関
係

⑴
同
法
人
川
崎
町
立
病
院
定
款
の
一
部
改
正

　
　
地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
よ
り
、
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
が
欠
如
し
て
い
た
た
め
、
定
款
の
一
部
を
改
正

し
ま
す
。（「
理
事
４
人
以
内
」
を
「
５
人
以
内
」
に
、「
副

理
事
長
は
置
か
な
い
も
の
と
す
る
」
等
）

⑵
同
法
人
川
崎
町
立
病
院
に
承
継
さ
せ
る
権
利
を
定

　
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
町
が
所
有
す
る
財
産
（
土
地
、

建
物
、
物
品
、
債
権
）
を
承
継
さ
せ
る
権
利
を
定
め
ま
す
。

⑶
同
法
人
川
崎
町
立
病
院
の
中
期
目
標

　
　
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
人
川

崎
町
立
病
院
の
「
中
期
目
標
」
を
定
め
ま
す
。

⑷
川
崎
町
立
病
院
の
使

用
料
及
び
手
数
料

　
条
例
等
を
廃
止
す
る

条
例

　
　
川
崎
町
立
病
院
の
法

人
化
に
伴
い
、
そ
の
使

用
料
及
び
手
数
料
条
例

等
を
廃
止
し
ま
す
。

契
約
締
結
を
承
認

○
川
崎
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
改
築
建
築
主
体
工
事

　
２
億
３
，
０
１
６
万
円

 

㈱
奥
村
組
九
州
支
店
と
契
約

○
川
崎
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
改
築
電
気
設
備
工
事

　
１
億
２
，
４
２
４
万
円

 

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
九
州
支
社
と
契
約

○
川
崎
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
改
築
機
械
設
備
工
事

　
２
億
１
，
０
９
４
万
円

 

オ
ー
ク
設
備
工
業
㈱
九
州
営
業
所
と
契
約

○
川
崎
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
改
築
厨
房
機
器
設
置

　
工
事

　
１
億
９
，
２
１
５
万
円

 

㈱
中
西
製
作
所
九
州
支
店
と
契
約
　

　※

給
食
セ
ン
タ
ー
は
７
月
完
成
予
定
で
す
　
　
　

○
川
崎
町
携
帯
電
話
３
基
地
局
施
設
等
設
置
工
事

　
６
，
９
７
３
万
円…

㈱
九
電
工
北
九
州
支
店
と
契
約

○
川
崎
町
携
帯
電
話
無
線
基
地
局
設
備
購
入

　
１
，
０
３
７
万
円…

イ
ー
・
モ
バ
イ
ル
㈱
と
随
意
契
約

※

安
真
木
地
区
は
イ
ー
・
モ
バ
イ
ル
で
の
通
信
が

　
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す

○
川
崎
町
立
病
院
空
調
設
備
等
改
修
工
事
（
契
約
変
更
）

　
既
契
約
額
８
，
７
９
５
万
円
に
５
０
７
万
円
増
額
し
、

９
，
３
０
３
万
円
に
。（
増
額
の
内
容
は
厨
房
用
エ
ア

コ
ン
追
加
・
３
階
天
井
水
漏
改
修
工
事
・
既
設
冷
温
水

保
温
工
事
の
増
の
た
め
）

議
員
発
議
　
　

議
員
期
末
手
当
カ
ッ
ト
を
否
決

　
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
は
、「
本
町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

議
員
は
報
酬
５
％
カ
ッ
ト
の
状
態
を
長
く
続
け
た
り
、
議

員
定
数
を
削
減
し
た
り
し
て
、
財
政
健
全
化
に
貢
献
し
て

い
る
」「
若
者
は
立
候
補
の
機
会
を
失
う
」「
他
の
町
村
よ

り
先
駆
け
て
議
会
改
革
を
行
っ
て
い
る
」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
、
反
対
多
数
に
よ
り
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

正
算

補
予

請　　願

i女性会議
田川支部
高村　陽子

紹介議員
中村　内廣

請　願　者 内　　　　　　　　　　容 採決結果

継続審査

⑴2011年度以降も誰でもどこでも最低14回の妊婦検診が受け
られるよう、健康保険の適用など公的保障を実現すること。
⑵母体と胎児の命にかかわる妊娠・出産の費用について、公的
負担の制度を確立し、無料化を実現すること。

⑶身近な地域で出産ができる安心・安全の助産システムをつく
ること。そのために医師を確保し、正常な妊娠出産・産後と育
児のケアを担える助産師の専門性を活かし活用をはかること。
⑷「周産期医療ネットワーク体制」（総合及び地域周産期母子医
療センター等）の充実とその情報システムの構築に向けて、自
治体へ国の財政投入を行うこと。また、産科医師、新生児治療
医師の配置を行うこと。

「身近な地域で出産で
きる助産システムの実
現と妊婦検診、出産費
用の公費負担による無
料化を求める意見書」
提出に関する請願

議会関係条例等を改正
～議会基本条例施行に伴い～

原
案 

全
て
可
決

般
計

一
会

５
億
２
，６
０
０
万
円
減
額

１
０
１
億
６
，２
０
０
万
円
に

総
額

減
額
予
算

○
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

…
…
…
…
…
…

６
億
５
，
２
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　 （
次
年
度
へ
組
替
え
）

追
加
予
算

○
基
金
積
立…

…
…
…

５
，
９
０
０
万
円

○
か
ぜ
の
予
防
対
策…

１
，
６
０
０
万
円

○
人
件
費…

…
…
…
…
…
…

７
９
０
万
円

10
月
臨
時
議
会

11
月
臨
時
議
会

給食

●その他の会計 単位：万円
補正額 総　　額 主な内容

住宅

国保

後期高齢

水道（支出）

病院（支出）

242

△127

△762

△365

△6,468

7,537

2億567

6億7605

31億8,130

2億3,598

5億1,163

16億4,561

人件費の増

人件費の減

同　　　上

同　　　上

工事費の減

工事費の増

条
例
の
一
部
改
正
等

補
正
の
主
な
内
容

  

川
崎
町
議
会
定
例
会

  

条
例
の
改
正

　
川
崎
町
議
会
基
本
条
例
が
平
成
22
年
７
月
１

日
に
施
行
さ
れ
、
通
年
議
会
が
23
年
６
月
１
日

よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
伴
い
、
川
崎
町
議

会
定
例
会
条
例
の
全
部
を
改
正
し
ま
す
。

　
定
例
会
の
会
期
は
通
年
（
原
則
１
年

間
）
と
し
、
会
期
の
初
日
に
議
会
で
決
め

ま
す
。

  

川
崎
町
議
会
委
員
会

  

条
例
の
改
正

　
平
成
23
年
４
月
に
予

定
さ
れ
る
選
挙
で
議
員

定
数
が
19
名
か
ら
17
名

に
２
名
削
減
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
委
員
会
の

定
数
は
下
記
の
通
り
に

な
り
ま
す
。

  

川
崎
町
議
会
会
議
規
則
の

  

改
正

　
通
年
議
会
移
行
に
伴
い
、１
年
中
議
会

は
開
か
れ
て
い
ま
す
。

  

町
長
の
専
決
処
分
事
項
の

  

指
定

　
事
務
処
理
を
円

滑
に
行
う
た
め
、左

記
の
事
項
を
追
加

し
ま
す
。

　
年
度
末
に
お

け
る
、
国
の
法
令

等
の
改
正
に
伴

う
町
条
例
の
改

正
を
行
う
こ
と
。

「
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
」医
療
制
度
に
関
す
る

意
見
書
を
可
決

は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
一
人
暮
ら
し
の
寡

婦
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
医
療
費

助
成
制
度
の
復
活
を
要
望
す
る
た
め
、
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

寡
婦
と
は…

夫
と
死
別
ま
た
は
離
別
し
て

　
　
　
　
　再
婚
し
て
い
な
い
女
性

　
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
に
対
す
る
医
療
費

助
成
制
度
は
、
福
岡
県
医
療
費
助
成
制
度
が
、

平
成
20
年
か
ら
２
年
計
画
で
段
階
的
に
廃

止
さ
れ
、
平
成
22
年
９
月
完
全
に
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
寡
婦
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境

総務委員会　　７名 →７名
民生文教委員会6名 →5名
建設産業委員会6名 →5名

　

▲建設中の川崎東小学校体育館
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○
川
崎
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

　
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正

　
　
児
童
扶
養
手
当
法
及
び
福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
支
給
事
業
費
県
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
こ
れ
を
整
備
し
ま
す
。

○
地
方
独
立
行
政
法
人
川
崎
町
立
病
院

　
関
係

⑴
同
法
人
川
崎
町
立
病
院
定
款
の
一
部
改
正

　
　
地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
よ
り
、
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
が
欠
如
し
て
い
た
た
め
、
定
款
の
一
部
を
改
正

し
ま
す
。（「
理
事
４
人
以
内
」
を
「
５
人
以
内
」
に
、「
副

理
事
長
は
置
か
な
い
も
の
と
す
る
」
等
）

⑵
同
法
人
川
崎
町
立
病
院
に
承
継
さ
せ
る
権
利
を
定

　
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
町
が
所
有
す
る
財
産
（
土
地
、

建
物
、
物
品
、
債
権
）
を
承
継
さ
せ
る
権
利
を
定
め
ま
す
。

⑶
同
法
人
川
崎
町
立
病
院
の
中
期
目
標

　
　
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
人
川

崎
町
立
病
院
の
「
中
期
目
標
」
を
定
め
ま
す
。

⑷
川
崎
町
立
病
院
の
使

用
料
及
び
手
数
料

　
条
例
等
を
廃
止
す
る

条
例

　
　
川
崎
町
立
病
院
の
法

人
化
に
伴
い
、
そ
の
使

用
料
及
び
手
数
料
条
例

等
を
廃
止
し
ま
す
。

契
約
締
結
を
承
認

○
川
崎
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
改
築
建
築
主
体
工
事

　
２
億
３
，
０
１
６
万
円

 

㈱
奥
村
組
九
州
支
店
と
契
約

○
川
崎
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
改
築
電
気
設
備
工
事

　
１
億
２
，
４
２
４
万
円

 

㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
九
州
支
社
と
契
約

○
川
崎
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
改
築
機
械
設
備
工
事

　
２
億
１
，
０
９
４
万
円

 

オ
ー
ク
設
備
工
業
㈱
九
州
営
業
所
と
契
約

○
川
崎
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
改
築
厨
房
機
器
設
置

　
工
事

　
１
億
９
，
２
１
５
万
円

 

㈱
中
西
製
作
所
九
州
支
店
と
契
約
　

　※

給
食
セ
ン
タ
ー
は
７
月
完
成
予
定
で
す
　
　
　

○
川
崎
町
携
帯
電
話
３
基
地
局
施
設
等
設
置
工
事

　
６
，
９
７
３
万
円…

㈱
九
電
工
北
九
州
支
店
と
契
約

○
川
崎
町
携
帯
電
話
無
線
基
地
局
設
備
購
入

　
１
，
０
３
７
万
円…

イ
ー
・
モ
バ
イ
ル
㈱
と
随
意
契
約

※

安
真
木
地
区
は
イ
ー
・
モ
バ
イ
ル
で
の
通
信
が

　
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す

○
川
崎
町
立
病
院
空
調
設
備
等
改
修
工
事
（
契
約
変
更
）

　
既
契
約
額
８
，
７
９
５
万
円
に
５
０
７
万
円
増
額
し
、

９
，
３
０
３
万
円
に
。（
増
額
の
内
容
は
厨
房
用
エ
ア

コ
ン
追
加
・
３
階
天
井
水
漏
改
修
工
事
・
既
設
冷
温
水

保
温
工
事
の
増
の
た
め
）

議
員
発
議
　
　

議
員
期
末
手
当
カ
ッ
ト
を
否
決

　
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
は
、「
本
町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、

議
員
は
報
酬
５
％
カ
ッ
ト
の
状
態
を
長
く
続
け
た
り
、
議

員
定
数
を
削
減
し
た
り
し
て
、
財
政
健
全
化
に
貢
献
し
て

い
る
」「
若
者
は
立
候
補
の
機
会
を
失
う
」「
他
の
町
村
よ

り
先
駆
け
て
議
会
改
革
を
行
っ
て
い
る
」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
、
反
対
多
数
に
よ
り
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

正
算

補
予

請　　願

i女性会議
田川支部
高村　陽子

紹介議員
中村　内廣

請　願　者 内　　　　　　　　　　容 採決結果

継続審査

⑴2011年度以降も誰でもどこでも最低14回の妊婦検診が受け
られるよう、健康保険の適用など公的保障を実現すること。
⑵母体と胎児の命にかかわる妊娠・出産の費用について、公的
負担の制度を確立し、無料化を実現すること。

⑶身近な地域で出産ができる安心・安全の助産システムをつく
ること。そのために医師を確保し、正常な妊娠出産・産後と育
児のケアを担える助産師の専門性を活かし活用をはかること。
⑷「周産期医療ネットワーク体制」（総合及び地域周産期母子医
療センター等）の充実とその情報システムの構築に向けて、自
治体へ国の財政投入を行うこと。また、産科医師、新生児治療
医師の配置を行うこと。

「身近な地域で出産で
きる助産システムの実
現と妊婦検診、出産費
用の公費負担による無
料化を求める意見書」
提出に関する請願

議会関係条例等を改正
～議会基本条例施行に伴い～

原
案 

全
て
可
決

般
計

一
会

５
億
２
，６
０
０
万
円
減
額

１
０
１
億
６
，２
０
０
万
円
に

総
額

減
額
予
算

○
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

…
…
…
…
…
…

６
億
５
，
２
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　 （
次
年
度
へ
組
替
え
）

追
加
予
算

○
基
金
積
立…

…
…
…

５
，
９
０
０
万
円

○
か
ぜ
の
予
防
対
策…

１
，
６
０
０
万
円

○
人
件
費…

…
…
…
…
…
…

７
９
０
万
円

10
月
臨
時
議
会

11
月
臨
時
議
会

給食

●その他の会計 単位：万円
補正額 総　　額 主な内容

住宅

国保

後期高齢

水道（支出）

病院（支出）

242

△127

△762

△365

△6,468

7,537

2億567

6億7605

31億8,130

2億3,598

5億1,163

16億4,561

人件費の増

人件費の減

同　　　上

同　　　上

工事費の減

工事費の増

条
例
の
一
部
改
正
等

補
正
の
主
な
内
容

  

川
崎
町
議
会
定
例
会

  

条
例
の
改
正

　
川
崎
町
議
会
基
本
条
例
が
平
成
22
年
７
月
１

日
に
施
行
さ
れ
、
通
年
議
会
が
23
年
６
月
１
日

よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
伴
い
、
川
崎
町
議

会
定
例
会
条
例
の
全
部
を
改
正
し
ま
す
。

　
定
例
会
の
会
期
は
通
年
（
原
則
１
年

間
）
と
し
、
会
期
の
初
日
に
議
会
で
決
め

ま
す
。

  

川
崎
町
議
会
委
員
会

  

条
例
の
改
正

　
平
成
23
年
４
月
に
予

定
さ
れ
る
選
挙
で
議
員

定
数
が
19
名
か
ら
17
名

に
２
名
削
減
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
委
員
会
の

定
数
は
下
記
の
通
り
に

な
り
ま
す
。

  

川
崎
町
議
会
会
議
規
則
の

  

改
正

　
通
年
議
会
移
行
に
伴
い
、１
年
中
議
会

は
開
か
れ
て
い
ま
す
。

  

町
長
の
専
決
処
分
事
項
の

  

指
定

　
事
務
処
理
を
円

滑
に
行
う
た
め
、左

記
の
事
項
を
追
加

し
ま
す
。

　
年
度
末
に
お

け
る
、
国
の
法
令

等
の
改
正
に
伴

う
町
条
例
の
改

正
を
行
う
こ
と
。

「
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
」医
療
制
度
に
関
す
る

意
見
書
を
可
決

は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
一
人
暮
ら
し
の
寡

婦
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
医
療
費

助
成
制
度
の
復
活
を
要
望
す
る
た
め
、
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

寡
婦
と
は…

夫
と
死
別
ま
た
は
離
別
し
て

　
　
　
　
　再
婚
し
て
い
な
い
女
性

　
一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
に
対
す
る
医
療
費

助
成
制
度
は
、
福
岡
県
医
療
費
助
成
制
度
が
、

平
成
20
年
か
ら
２
年
計
画
で
段
階
的
に
廃

止
さ
れ
、
平
成
22
年
９
月
完
全
に
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
寡
婦
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境

総務委員会　　７名 →７名
民生文教委員会6名 →5名
建設産業委員会6名 →5名

　

▲建設中の川崎東小学校体育館
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［
住
民
］

　

川
崎
町
議
会
基
本
条
例
制
定
に
つ
い
て

は
、
福
岡
県
内
の
町
村
と
し
て
は
初
め
て

で
あ
り
、本
当
に
よ
く
で
き
た
条
例
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
も
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、

議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
よ
り
変
わ
っ
た

と
評
価
し
て
い
る
。

［
住
民
］

　

西
鉄
バ
ス
が
川
崎
町
を
通
ら
な
く
な
っ

た
と
き
、
田
川
市
の
病
院
な
ど
に
行
っ
て

る
人
が
困
る
と
思
う
が
、
そ
う
い
う
人
た

ち
の
交
通
機
関
は
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て

い
く
の
か
。

 

［
議
会
よ
り
回
答
］

　

バ
ス
が
通
ら
な
く
な
れ
ば
大
変
だ

と
思
っ
て
い
る
。
町
営
バ
ス
の
本
数

を
増
や
す
な
ど
対
策
が
必
要
。
川
崎

町
・
田
川
市
で
話
し
合
い
を
し
、
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

［
住
民
］

　

基
本
条
例
の
第
８
条
の
４
に
「
議
会
は
、

陳
情
書
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
・
・
・
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
議
長
の
判
断
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
少
し
説

明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

［
議
会
か
ら
の
回
答
］

　

陳
情
書
と
請
願
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
陳
情
書
は
こ
う
い
う
お
願

い
が
き
て
い
る
と
議
員
全
員
に
配

る
が
、
議
会
審
議
は
省
略
し
て
い

る
。
請
願
は
、
紹
介
議
員
が
必
要
。

話
し
合
い
で
結
論
を
出
し
て
も
ら

い
た
い
と
き
は
、
請
願
で
出
し
て

も
ら
い
、
審
議
し
た
結
果
を
請
願

者
に
通
知
し
て
い
る
。

［
住
民
］

　

議
会
報
告
会
資
料
の
５
ペ
ー
ジ
に
議
会

改
革
の
取
り
組
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
と
も
さ
ら
に
研
さ
ん
を
重
ね
、
公
明

公
正
な
町
政
の
た
め
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

［
住
民
］

　

議
会
改
革
の
条
例
を
策
定
す
る
前
に
す

べ
き
事
が
あ
る
。
今
の
財
政
状
況
の
中
で

将
来
的
に
は
合
併
を
や
ら
な
い
と
川
崎
町

は
立
ち
い
っ
て
い
か
な
い
。
議
会
改
革
を

図
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
が
、
た
と
え
ば

将
来
を
展
望
し
、
来
年
の
４
月
以
降
に
合

併
を
す
る
と
い
う
よ
う
な
議
論
を
し
た
上

で
条
例
を
作
っ
た
の
か
。

 

［
議
会
か
ら
の
回
答
］

　

こ
の
基
本
条
例
は
、
合
併
を
前

提
に
作
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
町

長
に
対
し
て
合
併
に
つ
い
て
の
一

般
質
問
は
あ
っ
た
が
、「
今
の
と
こ

ろ
各
市
町
村
長
に
も
合
併
の
ム
ー

ド
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
答
弁

が
あ
り
、
議
会
で
も
是
非
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
議
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論
は
、
こ
こ
２
年
く
ら
い
出
て
い

な
い
。

［
住
民
］

　

各
議
員
が
選
挙
時
に
公
約
を
掲
げ
、
川

崎
町
を
こ
う
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ

て
や
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
が
ど
の
く
ら

い
達
成
で
き
た
か
と
い
う
報
告
会
を
や
っ

て
も
ら
い
た
い
。
議
員
が
言
わ
れ
て
い
た　今回で３回目となる議会報告会は、大勢

の皆さまのご参加をいただきました。これ
も、常々議会に関心をいただいている結果
だと感謝申し上げます。
　さて、このたびの議会報告会では、今年
の６月定例会において満場一致で可決され
た「川崎町議会基本条例の制定」や９月定
例議会で審議された主な内容について報告
を行いました。
　まず、川崎町議会基本条例の制定につい
ては、最初に 川崎町議会が
目的とする「開 かれた議会」
「町民参加型の 議会」「存在
感のある議会」 「信頼される
議会」に向け て取り組んで
きた議会改革 の経過を報告
し、その後議 会基本条例を
制定するにい たった経緯を
説明しました。 当日会場では、
川崎町議会基 本条例の保存
版と題した冊 子をお配りし
ました。
　次に、９月定 例議会で審議
された内容で は、「子宮頸が
んの予防措置 に関する意見
書案」が委員会より提出され全会一致で可
決されたこと、決算を不認定としたこと、
委員会で計画案を審査し、修正案が提出さ
れ可決されたことなど、議会の審議が活発
となっている状況の報告がなされました。
これも、議会が活性化された成果の一つと
考えます。
　その後、質疑応答を行いましたところ、
議会基本条例制定に評価をいただく発言や
西鉄バス廃止後の交通機関の確保、町村の
合併問題など、幅広いご意見が出され、皆
さまの町政に対する関心の深さを認識いた
しました。誠にありがとうございました。
　今後も皆さまのご意見を真

し ん し
摯に受け止

め、川崎町政及び議会の発展に寄与する
ことをお約束し、このたびの議会報告会
のお礼とさせていただきます。

議長
森元 秀美

こ
と
が
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が

我
々
に
は
、
わ
か
ら
な
い
の
で
、
具
体
的

な
中
身
の
報
告
も
ほ
し
い
と
思
う
。

 

［
議
会
か
ら
の
回
答
］

　

議
会
報
告
会
を
ど
う
い
う
形
で

す
べ
き
か
は
常
に
検
討
が
必
要
。

今
回
は
議
会
基
本
条
例
が
で
き
た

の
で
、
そ
れ
を
重
点
的
に
し
た
。

今
後
ど
う
や
っ
て
い
く
の
か
は
、

み
な
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

［
住
民
］

　

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

に
つ
い
て
、
こ
れ
は
女
性
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
人
類
の
大
切
な
問
題
だ
と
思
う
。

今
回
「
子
宮
頸
が
ん
の
意
見
書
の
提
出
」

に
つ
い
て
可
決
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
の
か
。

 

［
議
会
か
ら
の
回
答
］

　

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
措
置
に
つ

い
て
は
、
検
診
事
業
と
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
あ
る
。
検
診
は
、
す

で
に
本
町
で
も
実
施
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
財

政
が
厳
し
い
本
町
で
は
単
独
実
施

は
難
し
く
、
国
の
方
で
補
助
制
度

を
整
え
て
い
た
だ
き
、
財
源
の
め

ど
が
立
て
ば
実
施
し
て
い
た
だ
け

る
か
な
と
思
っ
て
い
る
。
今
回
９

月
議
会
で
は
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
を

公
費
で
実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省
庁
に

提
出
し
た
。

議
会
活
性
化
を
め
ざ
し
て
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Q 
次
期
ゴ
ミ
焼
却
炉
は

 
A 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

     

結
果
を
ふ
ま
え
て

問
町
営
団
地
の
危
険
家
屋
を
除
去
し
た
跡
地

が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。
今
、
こ
の

財
政
難
の
折
な
の
で
、
区
画
線
を
引
き
低
額

料
金
で
も
良
い
の
で
有
料
駐
車
場
に
し
て
は

ど
う
か
。

答
手
嶋
町
長　

駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
取
れ

る
所
と
取
れ
な
い
所
で
不
公
平
が
生
じ
る
し

当
然
条
例
も
制
定
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

ご
指
摘
の
点
は
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
だ
と

思
う
の
で
、
一
度
精
査
し
て
み
た
い
と
思
う
。

問
家
庭
用
一
般
廃
棄
物
焼
却
炉
が
建
設
さ
れ

て
23
年
が
経
過
し
て
い
る
。
耐
用
年
数
は
15

年
だ
か
ら
い
た
る
所
に
傷
み
が
出
て
補
修
が

続
い
て
い
る
。「
次
期
焼
却
炉
の
建
設
場
所

は
ど
う
す
る
の
か
」
の
再
三
の
質
問
に
対

し
、「
私
の
任
期
中
に
建
設
場
所
は
必
ず
決

定
す
る
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
い
ま
だ
に
決

定
し
て
い
な
い
。
第
一
候
補
地
と
し
て
推
薦

し
た
岩
鼻
伊
加
利
地
区
は
一
部
事
務
組
合
で

反
対
さ
れ
、
い
ま
だ
に
未
決
定
の
ま
ま
で
あ

 
Q 
住
宅
解
体
後
は
有
料
駐
車
場
に

 
A 
可
能
か
ど
う
か
精
査
す
る

奥　　春男
議 員

る
。
私
は
今
期
限
り
で
議
会
議
員
を
や
め
る

が
、
次
期
ゴ
ミ
焼
却
炉
建
設
場
所
の
事
が
一

番
心
配
で
あ
る
。
町
長
の
任
期
は
後
４
ヶ
月
、

ど
う
す
る
の
か
。

答
手
嶋
町
長　

20
年
２
月
の
組
合
議
会
で
通

り
谷
地
区
は
断
念
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

そ
の
後
、
伊
加
利
地
区
を
推
薦
し
た
が
、
田

川
地
区
清
掃
施
設
組
合
の
中
に
も
、「
通
り

谷
地
区
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の

意
見
が
あ
り
、
建
設
場
所
は
決
定
し
て
い
な

い
。
処
理
方
法
は
生
ゴ
ミ
の
資
源
化
と
そ
の

他
は
炭
素
化
し
て
有
効
活
用
す
る
方
式
で
提

案
し
て
い
た
が
、
炭
素
化
方
式
に
つ
い
て
技

術
的
に
は
ま
だ
不
十
分
な
面
が
あ
り
、
断
念

し
た
。

　

新
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
建
設
に
あ
っ
て
は
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
や
廃
棄
物
の
有
効
活
用

な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
を
目
指
し
て
い

る
が
、
そ
の
た
め
の
調
査
検
討
を
し
て
い
る
。

　

23
年
１
月
か
ら
住
民
お
よ
び
職
員
、
関
連

事
業
者
に
生
ゴ
ミ
の
資
源
化
お
よ
び
分
類
別

収
集
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
ま
た
、

農
業
経
営
者
の
方
た
ち
に
は
処
理
後
に
お
け

る
液
肥
の
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
う
予
定
に
し
て
い
る
。

　

そ
の
調
査
結
果
を
十
分
検
討
し
、
施
設
の

処
理
方
式
な
ど
を
決
め
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
処
理
方
法
が
決
ま
れ
ば
、
新
ゴ
ミ

処
理
施
設
建
設
工
事
の
検
討
が
出
来
る
。

　

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
会
中
継
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
町
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ　

☎
７
２

−

３
０
０
０
（
内
線
３
１
８
）

 

議
会
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
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Q 
町
長
自
身
の
公
約
評
価
は

 
A 
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
97
％

     

達
成
で
き
て
い
る

問
新
し
い
試
み
で
子
ど
も
議
会
を
開
催
し
て
、

数
年
が
経
過
し
最
初
の
子
ど
も
議
員
は
中
学

２
年
に
な
っ
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
視
点
か
ら
素
朴
に
リ
ク
エ
ス
ト

や
疑
問
を
発
言
さ
せ
、
質
疑
応
答
の
上
、
町

に
反
映
さ
せ
た
り
、
幅
広
く
町
民
の
意
見
を

聞
く
姿
勢
と
教
育
政
策
の
ア
ピ
ー
ル
を
目
的

と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
純

粋
な
子
ど
も
た
ち
を
利
用
し
た
形
式
だ
け
の

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

去
年
、
今
年
と
数
名
の
児
童
か
ら
子
ど
も

議
会
へ
参
加
し
た
く
な
い
と
相
談
を
受
け
、

理
由
を
た
ず
ね
る
と
、「
町
へ
の
要
望
書
や

提
案
書
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
て
、

現
在
町
が
推
進
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ

れ
を
読
み
に
行
か
さ
れ
る
だ
け
だ
し
・・・・
」

と
言
う
回
答
で
、「
生
徒
は
先
生
に
異
論
を

言
わ
な
い
の
か
」
と
た
ず
ね
る
と
、
ふ
だ
ん

か
ら
活
発
に
、
本
音
の
意
見
を
言
う
生
徒
は

子
ど
も
議
会
へ
の
推
薦
を
受
け
な
い
と
の
こ

と
だ
。

　

４
校
中
、
２
つ
の
小
学
校
生
徒
の
話
を
聞

き
、
役
場
に
残
る
以
前
の
記
録
も
調
査
し
た

が
、
文
章
を
見
て
も
数
年
前
の
子
ど
も
議
員

と
今
年
ま
で
の
子
ど
も
議
員
が
、
一
文
字
も

問
町
長
は
退
職
金
を
受
け
取
ら
な
い
と
公
約

し
て
い
る
が
再
度
確
認
す
る
。

答
手
嶋
町
長　

公
約
で
以
前
か
ら
約
束
を
し

て
い
る
。

問
退
職
金
を
受
け
取
ら
な
い
と
い
う
理
由
は
。

答
手
嶋
町
長　

町
の
財
政
は
よ
く
な
い
と
認

識
し
て
い
た
。
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
の

決
意
と
し
て
申
し
上
げ
た
。

問
退
職
金
の
原
資
と
な
る
負
担
金
は
、
毎
月

21
万
１
，
５
０
０
円
退
職
組
合
に
納
付
さ
れ

て
い
る
。
４
年
間
で
１
，
０
１
５
万
２
，
０

０
０
円
。
こ
の
負
担
金
は
個
人
の
負
担
で
は

な
く
、
す
べ
て
町
の
負
担
で
あ
る
。
退
職
金

の
請
求
時
効
が
５
年
間
。
こ
れ
を
過
ぎ
る
と

権
利
が
な
く
な
る
。
町
長
の
考
え
は
。

答
手
嶋
町
長　

時
効
で
失
う
の
は
も
っ
た
い

な
い
の
で
有
効
活
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
石
炭
で
栄
え
た
川
崎
町
だ
が
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
を
目
指
し
調
査
研
究
開
発
に
着

手
す
る
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
具
体
的
に
何

も
見
え
て
な
い
。
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
手
嶋
町
長　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構
の
助
成

を
受
け
、
川
崎
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
た
。
す
で
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
計
画
も
策
定
し
て
お
り
、
い
つ
で
も
で
き

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。

問
町
民
は
、
将
来
的
に
企
業
化
さ
れ
て
町
民

の
働
け
る
雇
用
の
場
を
期
待
し
て
い
る
。
企

業
設
立
な
ど
に
つ
い
て
何
か
考
え
が
あ
る
か

お
た
ず
ね
す
る
。

答
手
嶋
町
長　

あ
く
ま
で
地
球
環
境
に
優
し

い
行
政
を
進
め
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

雇
用
を
確
保
す
る
と
い
う
目
的
で
は
な
い
。

問
今
日
ま
で
公
約
全
体
の
実
現
・
実
績
を
町

長
自
身
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

答
手
嶋
町
長　

私
は
、マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で「
３

つ
の
全
力
、
８
つ
の
約
束
」
を
挙
げ
て
お
り
、

そ
の
中
で
97
％
は
達
成
で
き
て
い
る
と
評
価

を
得
て
い
る
。

 
A 
よ
く
調
査
し
て
み
る

 
Q 
子
ど
も
議
会
の
自
由
な
思
考
、

     

発
言
を
奪
っ
て
い
な
い
か

 
A 
退
職
金
は
有
効
活
用
し
た
い

 
Q 
町
長
の
退
職
金
を
受
け
取
ら
な
い

     

公
約
は

違
わ
ず
に
同
じ
質
問
書
が
残
っ
て
い
た
り
で
、

愕が
く
ぜ
ん然
と
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
本
当
に
望
む
こ
と
を
自
主

的
に
話
し
合
い
、
町
へ
要
望
さ
せ
る
の
が
本

来
の
姿
で
あ
り
、
子
ど
も
に
言
動
の
自
由
も

平
等
な
機
会
も
な
い
。
政
治
的
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
だ
け
な
ら
自
由
の
国
、
日
本
の
教
育

と
逆
行
す
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。
望

む
も
の
は
語
ら
せ
ず
、
耳
ざ
わ
り
の
良
い
こ

と
だ
け
発
言
さ
せ
て
も
必
要
な
改
善
は
絶
対

に
得
ら
れ
な
い
か
ら
、
教
育
現
場
が
行
政
の

機
嫌
取
り
ば
か
り
を
気
に
せ
ず
に
、
未
来
の

宝
の
児
童
た
ち
が
自
由
な
意
思
を
持
ち
、
自

由
な
発
言
の
で
き
る
豊
か
な
教
育
環
境
整
備

の
徹
底
を
願
い
た
い
が
、
い
か
が
か
。

答
讃
井
教
育
長　

先
生
た
ち
が
あ
ま
り
に
も

戸
山
原
古
墳
や
安
宅
の
滝
、
魚
楽
園
の
こ
と

を
知
ら
な
い
の
で
、
子
ど
も
議
会
用
に
参
考

資
料
を
作
成
し
て
配
布
し
た
。

答
手
嶋
町
長　

質
問
書
は
児
童
が
書
い
た
も

の
で
は
な
い
と
疑
問
に
思
う
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
積
極
的
な
発
言
を
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
た
。
し
か
し
改
め
て
調
査
し
て
み
る
。

 
Q 
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
は

 
A 
計
画
は
策
定
済

繁永　英樹
議 員

岩口　義博
議 員▲川崎町新エネルギービジョン
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問
ル
ー
マ
ニ
ア
・
ブ
レ
ア
ザ
町
と
の
交
流
を

解
消
し
て
久
し
い
。
一
方
、
誘
致
企
業
の
ア

ス
キ
ー
が
よ
う
や
く
操
業
に
こ
ぎ
つ
け
た
が

同
社
は
ユ
ズ
栽
培
を
通
じ
て
韓
国
と
の
強
い

絆
が
あ
る
。
こ
れ
を
活
用
し
、
新
た
な
国
際

交
流
事
業
を
行
い
、
活
性
化
の
き
っ
か
け
作

り
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
手
嶋
町
長　

十
分
評
価
で
き
る
提
案
だ
が

今
の
財
政
状
況
で
取
り
組
む
の
は
困
難
。
ま

ず
は
国
内
交
流
に
力
を
入
れ
、
将
来
的
に
は

韓
国
と
の
交
流
も
検
討
し
た
い
。

問
財
政
云
々
の
話
で
は
な
い
。
ア
ス
キ
ー
と

韓
国
の
友
好
・
縁
故
関
係
を
大
事
に
す
る
発

想
、
交
流
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

答
手
嶋
町
長

　

ア
ス
キ
ー

を
仲
立
ち
と

し
て
連
携
で

き
る
と
こ
ろ

は
検
討
に
値

す
る
。

問
『
子
ど
も
が
つ
く
る
弁
当
の
日
を
実
施
し

ま
す
』
す
べ
て
は
そ
の
言
葉
か
ら
始
ま
っ
た
。

四
国
の
小
さ
な
小
学
校
長
を
し
て
い
た
竹
下

和
男
校
長
が
P
T
A
の
総
会
で
そ
う
宣
言
し

た
の
は
、
２
０
０
１
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
弁
当
の
日
、

総
会
に
出
席
し
て
い
た
母
親
か
ら
ブ
ー
イ
ン

グ
が
起
こ
っ
た
。「
子
ど
も
が
包
丁
や
火
を

使
っ
て
事
故
で
も
起
き
た
ら
一
大
事
だ
」「
共

働
き
の
母
親
の
負
担
が
増
え
る
」「
弁
当
づ

く
り
の
た
め
に
早
起
き
す
る
の
は
無
理
、
勉

強
に
も
差
し
さ
わ
る
」、
親
も
教
師
も
校
長

が
面
倒
な
こ
と
を
言
い
出
し
た
ぞ
と
い
う
顔

だ
っ
た
。
弁
当
の
日
に
取
り
組
む
の
は
５
年

生
・
６
年
生
。
家
庭
科
の
授
業
で
基
礎
的
な

知
識
や
技
術
を
学
ん
だ
後
、
月
１
回
・
合
計

５
回
実
施
す
る
。
献
立
決
め
、
あ
る
い
は
食

材
の
買
い
出
し
、
調
理
・
弁
当
箱
詰
め
、
片

付
け
、
す
べ
て
を
子
ど
も
た
ち
が
行
う
。
親

は
全
然
手
伝
わ
な
い
。
そ
う
伝
え
る
と
保
護

者
席
か
ら
少
し
だ
け
安
堵
の
声
が
漏
れ
た
。

私
は
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
な
り
、
自
発
性

が
高
ま
る
な
ど
す
ば
ら
し
い
効
果
が
あ
る
と

思
う
。

答
讃
井
教
育
長　
「
弁
当
の
日
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。

　

現
在
は
全
国
的
に
広
が
り
、
小
学
校
か
ら

大
学
ま
で
３
０
０
校
ぐ
ら
い
実
施
し
て
い
る
。

　

私
が
教
育
長
に
な
っ
た
そ
の
年
に
、
給
食

費
が
非
常
に
逼ひ

っ
ぱ
く迫

し
て
お
り
、
こ
れ
を
解
決

す
る
方
法
と
し
て
「
弁
当
の
日
」
を
作
っ
て

は
ど
う
か
と
給
食
審
議
会
で
論
議
し
た
こ
と

が
あ
る
。

　
「
弁
当
の
日
」
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、

家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
見
方
、
ま
た

教
師
が
今
度
は
親
と
の
対
話
す
る
機
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

一
ヶ
月
に
一
度
弁
当
を
持
参
す
る
と
い
う

こ
と
を
校
長
会
な
ど
に
投
げ
か
け
た
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
家
庭
の
状
況
が
出
さ
れ
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

　

健
康
日
本
一
を
目
指
し
て
食
育
を
推
進
し

て
い
る
本
町
で
あ
る
の
で
、
保
護
者
の
同
意
、

家
庭
の
状
況
な
ど
を
解
決
し
て
い
く
方
法
を

検
討
し
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
が
出
来
上
が
る

前
に
そ
の
運
営
方
針
と
と
も
に
検
討
し
た
い
。

 
Q 
食
育
と
し
て
「
弁
当
の
日
」
を

     

実
施
し
て
は

 
A 
実
施
を
検
討
し
た
い

中村　内廣
議 員

問
本
町
に
は
県
立
川
崎
特
別
支
援
学
校
以
外

国
公
立
施
設
は
立
地
し
て
い
な
い
。
生
徒
数

減
少
で
統
廃
合
さ
え
心
配
さ
れ
る
。
近
隣
町

村
で
は
刑
務
所
誘
致
の
話
も
聞
く
が
、
本
町

は
、
福
祉
充
実
・
経
済
振
興
の
観
点
か
ら
こ

の
特
別
支
援
学
校
の
充
実
強
化
を
は
か
る
必

要
が
あ
る
。
特
に
高
等
部
の
設
置
は
必
要
で

は
な
い
か
。

答
讃
井
教
育
長　

県
教
育
委
員
会
は
、
平
成

19
年
の
特
別
支
援
学
校
整
備
方
針
の
中
で
高

櫻井　英夫
議 員

 
Q 
川
崎
特
別
支
援
学
校
に

     

高
等
部
の
誘
致
を

 
Q 
新
た
な
国
際
交
流
事
業
の

     

立
ち
上
げ
を

 
A 
県
等
関
係
機
関
へ
の
要
望
を

     

検
討
し
た
い

 
A 
当
面
は
国
内
、
後
々
に
は

     

国
際
交
流
も

等
部
設
置
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
が
、
川
崎

特
別
支
援
学
校
は
小
中
部
の
生
徒
数
が
減
少

し
て
お
り
、
設
置
の
議
論
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

高
等
部
設
置
の
提
案
は
同
感
で
あ
り
、
県

等
関
係
機
関
へ
の
要
望
を
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
は
、
圏
内
普
通
学

校
に
通
う
障
が
い
児
へ
の
相
談
事
業
も
行
っ

て
お
り
、
教
育
委
員
会
が
窓
口
と
な
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

▲給食優秀賞を受賞した真崎小学校

▲川崎特別支援学校の発表会
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問
西
田
原
八
尺
の
ボ
タ
山
の
整
備
お
よ
び
現

況
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。
本
町
に
は
児
童
公

園
は
数
多
く
あ
る
が
、
安
全
で
安
心
し
て
遊

ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
公
園
は
少
な
く
、
親

は
筑
豊
緑
地
公
園
に
連
れ
て
行
く
と
聞
く
。

西
田
原
の
ボ
タ
山
を
緑
地
公
園
と
し
て
整
備

す
れ
ば
、
子
育
て
応
援
が
で
き
る
と
思
う
が

町
長
の
考
え
は
。

答
手
嶋
町
長　

西
田
原
の
公
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
、
21
年
度
で
斜
面
に
５
８
０
本
の
花

木
を
植
樹
し
て
い
る
。
将
来
は
春
は
桜
、
秋

は
も
み
じ
の
名
所
と
し
て
町
民
の
憩
い
の
場

所
に
な
る
よ
う
取
り
組
む
。

 
Q 
西
田
原
公
園
の
整
備
の
状
況
は

 
A 
町
民
の
憩
い
の
場
を
め
ざ
す

問
療
育
相
談
は
、発
達
障
が
い
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
一
人
ひ
と
り
の
教

育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の
能
力
を
高
め
、

生
活
や
学
習
の
改
善
に
適
切
な
指
導
お
よ
び

支
援
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
早
期
発
見
が
最

も
重
要
で
あ
る
。
方
法
と
し
て
は
専
門
医
に

よ
る
面
接
や
診
察
、
ま
た
質
問
用
紙
や
発
達

診
断
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
使
っ
て
診
断
を
下
し

て
い
る
。
し
か
し
発
達
診
断
テ
キ
ス
ト
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
結
果
、

家
族
が
気
づ
く
の
は
ま
れ
で
、
保
育
園
や
幼

稚
園
で
指
摘
さ
れ
発
見
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
な
こ
と
か
ら
発
達
診
断
テ
キ
ス
ト

を
活
用
し
て
、
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
専
門
医
は
発

達
診
断
テ
キ
ス
ト
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
本
町
が
実
施
し
て
い
る
療
育
相

談
方
法
と
利
用
件
数
、
結
果
ど
の
よ
う
な
成

果
が
で
た
か
た
ず
ね
る
。

答
手
嶋
町
長　

本
町
で
は
平
成
14
年
度
か
ら

保
健
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
２
回
臨
床
心
理
士
に

よ
っ
て
子
ど
も
療
育
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

利
用
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
は
25

問
悪
質
滞
納
者
に
対
し
て
適
正
な
税
の
確
保

徴
収
し
て
い
く
「
税
滞
納
整
理
機
構
」
な
る

一
部
事
務
組
合
を
田
川
地
区
で
設
立
提
言
し
、

税
徴
収
職
員
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
た
ら
ど
う

か
。

答
手
嶋
町
長　

過
去
、
住
宅
改
修
資
金
の
回

収
が
非
常
に
悪
い
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
的

に
回
収
機
構
を
つ
く
っ
た
ら
回
収
率
が
上
が

る
の
で
は
な
い
か
と
福
岡
県
も
い
ろ
い
ろ
協

議
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
回
収
機
構

を
つ
く
る
場
合
、
そ
こ
に
新
た
に
資
金
を
拠

出
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
回
収
率
が
上
が

れ
ば
良
い
が
現
状
と
同
じ
で
あ
れ
ば
経
費
を

か
け
た
分
、
負
担
が
増
え
る
の
で
、
あ
ま
り

期
待
が
で
き
な
い
と
い
う
結
論
で
あ
っ
た
。

　

本
来
、
基
本
的
に
は
国
な
り
県
な
り
、
市

町
村
が
直
接
税
の
徴
収
を
担
当
し
、
し
っ
か

り
徴
収
す
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
ま
た
、
同
時
に
住
民
に
対
す
る
納
税
の

義
務
、
納
税
感
覚
を
養
っ
て
い
く
基
本
的
な

啓
蒙
啓
発
が
大
事
で
あ
る
。

問
川
崎
町
の
基
盤
産
業
は
農
業
と
考
え
る
の

で
今
後
、
米
、
農
産
物
に
関
し
て
新
し
い
振

興
策
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
で
川

崎
町
産
の
安
心
安
全
な
米
に
本
町
の
ゆ
る
キ

ャ
ラ
「
小
梅
ち
ゃ
ん
」
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
印
刷

し
て
海
外
に
売
り
込
ん
だ
ら
良
い
と
考
え
る
。

　

幸
い
福
岡
県
も
県
内
農
産
物
の
販
売
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
と
の
こ
と
だ
か
ら
福
岡
県
海
外

事
務
所
を
通
じ
て
輸
出
し
た
ら
ど
う
か
。

答
手
嶋
町
長　

川
崎
町
の
農
産
物
を
海
外
で

販
売
す
る
展
望
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
非
常

に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
米
の
こ

と
で
「
小
梅
ち
ゃ
ん
」
の
発
想
は
非
常
に
面

白
い
の
で
、
米
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り
込

ん
で
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
本
町
に
あ

る
米
販
売
業
者
の
福
岡
農
産
㈱
と
協
議
し
た

い
。

　

日
本
の
農
業
を
取
り
ま
く
環
境
は
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の

意
味
に
お
い
て
も
兼
業
農
家
で
な
く
専
業
農

家
と
し
て
日
本
農
業
の
担
い
手
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

瓜野かをり
議 員

西本　泰博
議 員

 
A 
相
談
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る

 
Q 
療
育
相
談
と
発
達
障
が
い
の

     

対
応
は

人
、
利
用
総
件
数
は
１
０
９
件
で
、
年
間
６

人
を
医
療
機
関
や
田
川
保
健
福
祉
事
務
所
の

乳
幼
児
発
達
診
査
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
悩
み
相
談
を
継
続
実
施
し
、
助
言

す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の
気
持
ち
が
軽
減
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
療
育
相
談
は
１
件
当
り

約
60
分
か
か
り
、
予
約
制
で
対
応
し
て
い
る
。

発
達
障
が
い
へ
の
認
知
度
の
高
ま
り
に
よ
っ

て
相
談
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

 
Q 

税
滞
納
整
理
機
構
の
設
立
を

 
A 
市
町
村
で
し
っ
か
り
徴
収
体
制
を

     

つ
く
る
の
が
基
本

 
Q 

こ
れ
か
ら
先
の
農
業
振
興
は

 
A 
専
業
農
家
の
担
い
手
育
成
に

     

努
力
す
る

▲

西
田
原
公
園



10

す
。

　

ま
だ
結

論
は
出
て

い
ま
せ
ん

が
、
廃
止

路
線
を
広

域
で
運
行

す
る
か
、

ま
た
は
各

市
町
直
営

で
運
行
す

る
の
か
、

決
定
次
第

で
は
現
在

運
行
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の
運
行

を
大
幅
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
は
、
住
民
に
と
っ
て

も
日
常
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
大
変
な
問
題

で
あ
る
の
で
、
町
は
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
進
地
政
務
視
察
研
修

平
成
22
年
10
月
13
日
、
14
日
で
愛
媛
県

内
子
町
を
視
察
し
、「
内
子
町
の
消
防

団
活
動
の
取
り
組
み
」
と
「
財
政
状
況
に
つ

い
て
」
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。。
同
町

の
面
積
は
川
崎
町
の
８
倍
と
広
く
、
消
防
団

の
団
員
数
は
８
４
２
人
を
確
保
し
て
い
る
。

団
員
の
確
保
に
は
特
段
の
取
り
組
み
は
行

っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
地

域
防
災
に
対
す
る
住
民
意
識
の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

歳
入
確
保
対
策
で
は
、
愛
媛
県
地
方
税
滞

納
整
理
機
構
に
加
入
し
て
、
税
の
徴
収
率
向

上
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

民
生
文
教
常
任
委
員
会

本
町
児
童
生
徒
の
学
力
は
、
県
平
均
に

比
べ
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
田

川
の
特
殊
性
が
考
慮
さ
れ
同
和
加
配
教
諭
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
権
・
同
和
教
育

の
研
修
、
会
議
等
に
忙
殺
さ
れ
、
学
習
指
導

に
十
分
貢
献
で
き
て
い
な
い
と
の
認
識
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

人
事
権
を
持
つ
福
岡
県
と
も
協
議
し
、
改

善
を
図
る
よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。

平成22年10月29日
結果 項目

町
バ
ス
の
管
理
状
況
と
今
後
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
充
分
協
議
を
し
、

住
民
の
足
と
し
て
確
保
を
図
る

平成22年10月25日
結果 項目

一
人
暮
し
高
齢
者
の
生
活
支
援

策
は

国
・
県
の
支
援
の
も
と
社
協
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

平成22年10月15日
結果 項目

教
育
委
員
会
活
動
点
検
評
価

の
検
証

同
和
加
配
教
諭
が
学
力
向
上
に

十
分
貢
献
で
き
て
い
る
の
か
疑
問

▲内子町役場前にて

▲町民の足として

▲教育委員会活動状況等
　の点検評価報告

町
バ
ス
は
21
年
度
に
新
た
に
１
台
購
入

計
３
台
と
し
、
運
転
手
も
１
人
増
や

し
て
５
人
に
委
託
契
約
を
行
い
、
運
行
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
と

考
え
ら
れ
、
交
通
弱
者
の
生
活
維
持
の
た
め
、

町
バ
ス
の
存
続
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
今
後

は
町
単
独
の
バ
ス
事
業
で
は
な
く
、
広
域
的

な
運
行
の
検
討
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
現
状
の
運
行
体
制
で
は
、
予
期
せ

ぬ
交
通
事
故
や
運
行
上
の
ト
ラ
ブ
ル
等
が
発

生
し
た
場
合
、
事
故
処
理
等
の
対
応
は
役
場

職
員
で
は
不
慣
れ
な
た
め
、
バ
ス
利
用
者
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
利

用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
生
活
交
通

の
安
定
し
た
確
保
を
図
る
た
め
、
民
間
委
託

も
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

西
鉄
バ
ス
筑
豊
が
運
行
し
て
い
る
「
田
川

後
藤
寺
〜
川
崎
〜
添
田
」
の
路
線
は
23
年
３

月
末
で
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
出
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
関
係
市
町
と
県
と
で
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

核
家
族
化
の
進
展
に
よ
り
一
人
暮
し
高

齢
者
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
本
町
で
は

約
４
千
名
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
生
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建
設
産
業
常
任
委
員
会

旧
川
崎
町
立
病
院
跡
に
建
設
さ
れ
た
ア

ス
キ
ー
（
醸
造
酢
加
工
施
設
）
の
現

地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
山
崎
社
長
の
説
明

平成22年11月8日
結果 項目

ア
ス
キ
ー
等
の
現
地
調
査

徐
々
に
生
産
の
中
心
を
川
崎
に
移

し
、
雇
用
の
確
保
を
図
っ
て
い
る

先
進
地
政
務
視
察
研
修

時　

期　

平
成
22
年
11
月
16
日
〜
17
日

視
察
先　

和
歌
山
県
串
本
町
・
古
座
川
町

　
　
　
　

衛
生
施
設
組
合
焼
却
場

　

最
新
式
の
焼
却
施
設
と
公
害
防
止
策
、
分

別
収
集
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

先
進
地
政
務
視
察
研
修

平
成
22
年
10
月
13
日
、
14
日
に
「
景
観

法
に
基
づ
く
地
域
の
個
性
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
の
先
進
地
調
査
の
た
め
、

兵
庫
県
篠
山
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

篠
山
市
は
、
篠
山
城
と
城
下
町
の
町
並
み

を
生
か
し
た
観
光
と
丹
波
黒
豆
等
の
特
産
品

に
よ
る
農
業
が
中
心
の
市
で
す
。
ま
た
デ
カ

ン
シ
ョ
節
発
祥
の
地
と
し
て
も
有
名
で
、
毎

年
お
盆
に
は
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
り
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
景
観
法
が
制
定
さ
れ
、
景
観

保
持
に
関
す
る
法
的
拘
束
力
が
強
ま
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
美
し

い
景
観
を
保
持
、
育
成
、
創
造
す
る
と
と
も

に
、
観
光
資
源
の
保
存
、
創
出
を
図
る
た
め
、

ま
ち
づ
く
り
部
景
観
室
を
設
置
し
、
市
民
、

平成22年11月8日
結果 項目

本
町
青
少
年
の
非
行
防
止
の
現

状
は

21
年
度
か
ら
月
例
で
学
校
・
警

察
連
携
会
議
を
行
っ
て
い
る

▲篠山市旧商家町の町並み

▲宝嶋クリーンセンター前にて

非
行
防
止
の
主
要
事
業
と
し
て
「
少
年

の
主
張
」
と
「
補
導
」
が
上
げ
ら
れ

ま
す
。
教
育
委
員
会
委
嘱
補
導
委
員
と
警
察

委
嘱
委
員
と
で
は
権
限
に
開
き
が
あ
る
。
町

長
部
局
の
積
極
的
関
与
、
青
少
年
健
全
化
条

例
制
定
な
ど
を
提
案
。

事
業
者
、
行
政
の
協
働
に
よ
る
景
観
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
方
法
と
し
て
は
、
市
内
を

特
性
に
応
じ
て
４
つ
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
に
応
じ
た
景
観
形
成
基
準
を
設
け
、

景
観
を
壊
す
よ
う
な
開
発
等
が
行
わ
れ
る
の

を
防
ぐ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伝
統

的
建
造
物
の
修
理
や
改
築
に
対
し
補
助
金
を

交
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
建
造
物

の
保
存
、
修
復
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
住
民
の

理
解
や
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
職
員
の
苦
労

は
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
篠
山
市
の
美

し
い
景
観
保
全
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

に
よ
る
と
、
川
崎
工
場
で
は
ま
だ
生
産
高
、

雇
用
し
た
人
数
も
少
な
い
状
況
と
の
こ
と
で

す
。
し
か
し
今
後
は
徐
々
に
生
産
の
中
心
を

移
し
、
雇
用
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
原

料
と
な
る
柚
子
も
地
元
で
確
保
で
き
る
よ
う

栽
培
本
数
を
増
や
し
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
柚
子

の
町
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
抱
負
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。
委
員
会
か
ら
も
誘
致
企

業
支
援
の
た
め
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
柚
子

ジ
ュ
ー
ス
等
の
商
品
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
執
行
部
に
要
請
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
町
営
住
宅
の
取
り
壊
し
後
の
状

況
、
お
よ
び
川
崎
東
小
学
校
体
育
館
改
築
工

事
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
高
見

団
地
の
払
い
下
げ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

活
支
援
策
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

①
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

89
名
の
方
が
利
用
し
て
お
り
、
こ
れ
は
対

象
者
の
約
２
％
。
弁
当
配
達
に
併
せ
て
安
否

確
認
も
行
っ
て
い
ま
す
。

②
見
守
り
事
業

　

行
政
区
と
連
携
し
、
安
否
確
認
を
行
う
も

の
で
す
が
、
41
行
政
区
中
ま
だ
19
区
（
調
査

時
点
）
し
か
機
能
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

③
緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業

　

緊
急
通
報
装
置
に
よ
る
通
報
シ
ス
テ
ム
で

す
が
、
非
課
税
世
帯
の
み
が
利
用
の
対
象
。

課
税
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
全
高
齢
世
帯
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
指
摘
。

④
認
知
高
齢
者
等
見
守
り
支
援
事
業

　

社
協
に
委
託
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

利
用
実
績
は
４
〜
５
名
程
度
。
行
政
区
の
見

守
り
事
業
と
す
り
合
わ
せ
る
よ
う
指
摘
。

⑤
高
齢
者
相
談
事
業

　

悩
み
の
解
決
を
図
る
事
業
で
、
社
協
に
委

託
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談
員
の
資
格
、
資
質

管
理
を
徹
底
す
る
よ
う
指
摘
。



議
会
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よ
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崎
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議
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編
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議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

住
所
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７
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０
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福
岡
県
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川
郡
川
崎
町
大
字
田
原
７
８
９

－

２

101No.

　外にあってはアジ
アの平和危

機、内にあっては政
治経済の混

迷、内々にあっては
町職員によ

る痛恨の不祥事と
憂うつなニュ

ースが駆け巡った昨
年。 ▲そんな

折うれしいニュース
も。川中３年

生藤瀬このみさん
（東中央）が

ジュニアオリンピッ
クバレーボー

ル大会で全国準優勝
の快挙を達

成。 ▲この慶事にあ
やかり「鬼は

外福は内」と町民一
丸となって、

元気一杯で本年を更
なる飛躍の

卯年にしたいもので
す。

議会だより編集特別
委員会

議　会　日　誌
10月11月12月

画 龍 点 晴

臨
時
議
会
　
29
日

常
任
委
員
会

　

５
日
　
建
設
産
業
委
員
会

７
日
　
総
務
委
員
会

15
日
　
民
生
文
教
委
員
会

18
日
　
建
設
産
業
委
員
会

25
日
　
民
生
文
教
委
員
会

29
日
　
総
務
委
員
会

29
日
　
建
設
産
業
委
員
会

特
別
委
員
会

　

12
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

18
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
　
18
日
、26
日
　

臨
時
議
会
　
29
日

常
任
委
員
会
　

８
日
　
民
生
文
教
委
員
会

８
日
　
建
設
産
業
委
員
会

11
日
　
総
務
委
員
会

29
日
　
民
生
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
　
26
日
　

全
員
協
議
会
　
12
日
、19
日
、29
日

定
例
議
会

３
日
　
　
本
会
議
（
初
日
）

６
日
　
　
常
任
委
員
会

８
日
　
　
本
会
議
（
中
日
）

８
日
　
　
常
任
委
員
会

10
日
　
　
補
正
予
算
特
別
委
員
会

13
日
　
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

14
日
　
　
本
会
議
（
最
終
日
）

特
別
委
員
会

21
日
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　７
日

全
員
協
議
会
　
14
日

12

　川崎町議会を傍聴するよう
になって、早４年余りが経過
しました。
　この間、傍聴席から見た議
員各位の議場への入退場から
会議中の規律・質問内容およ
び議場の雰囲気などについて、
つぶさに見聞をさせていただきました。
　客観的に見てこの４年余りで、議員各位の議
場での規律・一般質問の内容などが様変わりし
ている現実が見聞できました。特に、私たちが
希望する政策的質問が多くなっている状況がう
かがえます。また、川崎町議会の憲法とも言え
る議会基本条例の制定について全会一致で議決
したことは、町民の一人として町民のための議
会改革を推進していると認識を新たにしたとこ
ろです。
　これから先、基本条例の規定にともなう制約、
反問権、さらには通年議会等々で議会運営にお
いて厳しさが増してくると思います。
　議員のみなさんにはますます研鑽

さん

し、活気あ
る議会を町民の一人として願っております。

傍 聴 席 ・ 議 会 日 誌

長
崎
県

　
小
値
賀
町
議
会
が
来
町

石
川
県

　
津
幡
町
議
会
が
来
町

　10月 21日、小値賀町議会議員10名が、川崎町
議会基本条例制定までの取り組みなどについて研修す
るため、視察に訪れました。

　11月４日、津幡町議会議員８名が、議会基本条例
を含む議会活性化の取り組みについて研修するため、
視察に訪れました。

　今月は、いつも議会傍聴していただいている奥谷の松永
正人さんより投稿いただきましたので紹介します。

　川崎町議会を傍聴して

貴重なご意見等ありがとうございました。
また、このたび松永さんは消防関係の功績により瑞宝双
光章を受章されましたこと、謹んでお祝い申し上げます。
今後とも川崎町議会にご協力よろしくお願いいたします。

松永　正人さん
（奥谷）

　

伊
藤
議
員
は
長
年
の
郵
政
事
業
の
発
展
に
貢
献
し
た

功
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
22
年
11
月
、
瑞
宝
小
綬
章
を

受
章
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
議
員
は
、昭
和
36
年
に
安
真
木
郵
便
局
に
入
局
、

平
成
12
年
７
月
に
鹿
児
島
中
央
郵
便
局
を
退
官
す
る
ま

で
、
39
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
郵
政
事
業
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
章
は
、
川
崎
町
議
会
に
と
っ
て
も
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


